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研究成果の概要（和文）：近年のスマートフォンの普及により、SNSがより馴染みのあるものになった。とりわけ、ユ
ーザーがコンテンツを生み出すメディアの中では、地理情報を付与したSNSが徐々に普及してきた。このメディアの特
性はユーザーが場所と関連した文章や写真を投稿する傾向にある。これらの文章から自動分析を施して、今までの都市
調査のようにある一時的な情報を取得するのではなく、都市の動的な状態を発見出来ると思われる。それを最終目標に
おき、本研究では、1.利用者の利用単語頻度から導き出される都市のスケープ、2.都市で使われている単語から導き出
される都市の分類、3.震災時のSNS利用者の感情変化を主題として研究を行った。

研究成果の概要（英文）：Recently, due to the development of web eco-system and so-called "smart phone," so
cial networking service becomes common. Especially, among the user-generated media, location based social 
network, social networking service with location data, has been an useful data collection media for resear
ching on city. Traits of this data collection method radically varies from the obsolete research methods i
n terms of data quantity and quality of data: user's post data describes characteristics, habits, where to
 go, etc. Following these habits of the Location Based Social Media, we surveyed researches from three vie
wpoints: 1. semantic analysis of city from quantitative analytics of social network user activity 2. user 
activity on city from text mining with user activity 3. emotional alteration between disaster.
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１．研究開始当初の背景 
 申請者らは今までに人間行動のあり方を
分析し、建築計画に活用してきた。しかしな
がら、そのモデル化をするためには情報収集
から分析に至るまで非常に長い時間がかか
っていた。そのような時に、スマートフォン
が徐々に普及してきたことで、GPS情報をマ
イクロブログに掲載する例が徐々に増えつ
つあった。これらのユーザーが情報を発信す
るメディアの特性として、利用者の状態がそ
のメディアに含まれているという前提があ
る。そのために、ソーシャルメディアを用い
た情報収集は、今までの追跡調査や PT調査
といった手法とは違う、人の特性や状態を含
み、なおかつ場所を示すジオタグという情報
が記事に含まれている場合がある。これらを
数多く取得することが出来るために、今まで
とは異なる観点から分析という意味以外に
も、リアルタイムに都市の状態をセンシング
し、それに対する対策をリアルタイムにアク
チュエーティングしていくシステムが可能
になっていくだろう。以上の観点から、申請
者らは、（１）都市でどういう発言がなされ
ているか、（２）都市にどういう人が集まっ
ているのか、（３）災害時の被災者の感情と
いう視点で分析を行うことにした。 
 
２．研究の目的 
 ソーシャルメディアの情報を上記の三点
から分析することで、都市・建築に対する利
用者の需要を導き出すことを目的に研究活
動を行ってきた。以下、具体的な研究活動で
の目的を記す。 
（１）では、都市の特性をソーシャルメディ
ア上で観測される単語をマッピングするこ
とにより、その場所の特徴を示すことで、都
市計画やまちづくりに必要な基礎的な資料
づくりに対する方法を確立することを目的
とした。 
（２）では、ソーシャルメディアの利用者の
特性を単語の頻度と街の利用頻度という観
点で分析することで、その街がどのように変
容する可能性があり得るのか検討すること
を目的とした。 
（３）では、東日本大震災前後のソーシャル
メディアで観測された形容詞の利用頻度を
追跡することで、被災地と都心部での感性単
語表現が異なることを示し、今後の災害復興
に向けた被災者のリモートセンシング手法
の一種としてのソーシャルメディアのあり
方を検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本報では、マイクロブログサービスである
「Twitter」をデータ収集の対象とした。ユ
ーザーが Twitter に投稿する記事にはテキ
ストとしての「ツイート」だけでなく、時刻
ユーザー名、ジオタグ（緯度経度情報）など
が付帯されたデータとして記録されている。
これらのデータセットのことを、ここでは

「ツイートデータ」と呼ぶこととする。 
 Twitter は第三者がツイートを取得する
た め の API （ Application Programming 
Interface） を公開している。筆者はこの API 
の仕様に基づいてツイートデータを自動的
に取得するプログラムを作成した。ツイート
データの取得過程は 2 段階に分かれており、
以下に詳述する。 
 1 段階目として、記事の収集対象とするユ
ーザーを選定する。公開されている API のひ
とつである「Streaming API」を常時モニタ
リングし、その中でもジオタグが付与され、
なおかつ、画像投稿サイトへのハイパーリン
クが存在する記事のみを選別して記録する。
理由は以下の 2 つである。①ユーザーによる
なんらかの思い入れや感情的な昂ぶりが表
現されている可能性があると考えられ、情報
の質が高いと推測されるため。②①のような
ツイートをするユーザーは、サービスを使い
こなしているユーザーであると考えられ、質
の高い情報が記事になっていると推測され
るため。 
 また、記録を除外するツイートデータは、
以下の 2 つの条件のいずれかにあてはまる
ものとした。①他人の記事を引用するリツイ
ート（RT）記事は、元の記事がユーザー当人
の記事ではないため、記録しない。②日本語
を母国語とするユーザーを収集するため、取
得された記事のジオタグから日本国外と判
定されたものは記録しない。 
 これらの条件を満たした記事を収集する。
収集されたデータを「ストリームデータ」と
呼ぶこととする。またこれと同時に、投稿ユ
ーザー名をリストアップする。 
 2 段階目として、前項で作成したユーザー
名リストに基づき、リスト中のユーザーの記

図 1 Twitterからの情報取得方法 



事を過去に遡ってこれを収集するプログラ
ムを作成した。これにより得られたツイート
データを「アーカイブデータ」と呼ぶことと
する。 
 アーカイブデータはストリームデータと
は異なり、記事中のハイパーリンクやジオタ
グの有無に関わらず記録する。遡る期間は
API のシステム上、可能な限り過去の記事ま
で遡って収集する。アーカイブデータはユー
ザーごとにデータファイルを分けて保存さ
れる。作成したプログラムは定期的にリスト
を巡回し、各ユーザーの新規記事を取得し、
データファイルに追記する。 
 ここで得られたアーカイブデータとスト
リームデータを用いて、都市の特性、利用者
の特性、災害時の被災者感情の変化を捉えよ
うとした。 
 
３.２ 都市に対する発言の分析 
 都市でどのような活動がなされているの
かを把握することが都市計画や建築計画に
重要な資料になりうる。そこで、申請者らは
都市においてどのような発言がなされてい
るのかを取得するために、単語の集計とクラ
スタリングから都市の動態を抜き出そうと
した。まず、アーカイブデータのうち、ジオ
タグがあるものだけ発言のみを抜き出した。
それらに対してMeCabにより形態素解析をし、
動詞を取得した。また単語の頻度とその重要
性から「食べる」、「待つ」、「撮影する」、「見
る」、「買う」、「休む」という 6つの動詞に絞
り込み、時系列ごとに集計した。また、集計
結果を3次元カーネル密度推定によりこれら
の単語頻度を可視化した。そこから都市の動
態を把握することにした。 
 また、上記の研究で日常的な単語がその都
市の特性を記す可能性が高いという示唆か
ら、日常生活に関連する単語集を作成し、こ
のデータからクラスター分析を用いて、山手
線の駅で発言された内容から駅を意味上で
分類した。まず、日常生活に関連する単語を
得るために、雑誌や Web などから得られた記
事の単語頻度が高い名詞を 4000 語ほど選定
した。これらの単語を駅半径 400m 以内でジ
オタグのあったものを集計し、これらの単語
を元に KMeans 法にてクラスター分析を行っ
た。 
 
３.３ 都市の利用者の分析 
 都市の利用者がどのような興味や趣味を
持っているのかを把握した上で、その人たち
がどこに潜在的に集まりやすいのかを把握
することは不動産開発のみならず、一般的な
マーケティグ以上に強力な手法になりうる。
そこで、申請者らはアーカイブデータの利用
者のすべてのデータの名詞の頻度に着目し
た。この頻度にその人となりが現れると推定
し、その人がどこの駅近辺医いやすいのかを
集計し、その場所に固有な単語を抜き出した。
その後、単語の抽象度を高めて同じカテゴリ

の単語頻度を集計した。 
 
３.４ 東日本大震災前後の被災者感情 
 災害時の被災者状態をうまく把握するこ
とは極めて重要だと思われる。そのために、
被災者の状態を把握するために、アーカイブ
データを用いた。これらのツイート記事を形
態素解析により形容詞を抜き出しその頻度
と重要性から「ありがたい」、「おもしろい」、
「こわい」、「たのしい」、「うれしい」、「かわ
いい」、「すごい」、「ほしい」という８つの単
語を抜き出した。これらを震災前と震災後で
集計を行い、それらの特徴を記した。 
 
４．研究成果 
４.１ 都市の発言に対する分析 
 ６つの動詞を用いて渋谷、池袋、新宿、秋
葉原、六本木、銀座に対して、可視化をした。
各々の街では固有の動作が出てきていた。例

図 2 渋谷近辺での動詞 

図 3 秋葉原近辺での動詞 



えば、渋谷では買うという行為は比較的多い
ものの、食事をする際には恵比寿が相対的に
高い。そのために、少なくともスマートフォ
ン利用者は渋谷で買い物をするものの、食事
の際には恵比寿を用いていると推測される。
また、秋葉原近辺においても、待つ、写真を
取るという動作が駅近辺、購買活動が駅から
やや外れた北西部にみられ、また食べるとい
う行為は上野近辺に現れていた。これらの分
析から、この手法はある程度妥当性があるも
のと評価することができる。ただし、ここで
取り上げたのは、ありふれた日常生活に関連
する単語ではあるものの、より深く分析する
ためには、様々な単語を用いる必要があった。 
 
 これらの結果をふまえ、申請者らは 4000
語ほどの単語辞書を作成し、駅ごとに集計し
た上で、クラスター分析をした。これらによ
って得られた特徴的な結果箇条書きにして
述べる 
・ 駅の規模が比較的近い駅が同じクラスタ
ーを形成しがちであった。 
・ クラスターを形成する際には、全体とし
てはあまり頻度が高くない単語がきっか
けで、駅ごとにクラスターを組む傾向があ
った。 
・ 時間帯別のクラスター分析においても、
ターミナル駅では出勤時間帯のキーワー
ドが午前中にあらわれた。 
もちろん、今回の分析結果が各駅の絶対的な
類型化という訳でではない。ただし、従来の
ような変化の少ない指標ではなく、利用者が
常に生み出すメディアを用いることで、都市
の類型化の可能性を示す事ができた。 
 
４.２ 都市の利用者に対する分析 
 本分析では都市の利用者の今までに投稿
した内容とジオタグからどのような個性を
持った人がどの駅近辺にいやすいのかを集
計していった。ここで、ベンチャーIT企業が

週中している渋谷や浜松町近辺に IT やイン
ターネットスラングに関する単語が多いこ
とを示した。同じように秋葉原では、IT、サ
ブカルチャに関するものが多く、都市の様相
を正しく捉えていると推定される（表１）。
また、 
 
４.３ 東日本大震災の被災者感情 
 分析対象となったアーカイブデータはそ
もそも都心部に集中しており、地理的な特性
を加味して分析する必要があった。このため
に、被災地周辺とそれ以外での地域での記事
件数により正規化し、単語ごとに頻度を算出
した。震災前後では、被災地周辺には著しく
記事数が変化したものは「すごい」「ほしい」
という単語であった。この二つの単語の共起
される単語の絶対頻度を集計した。震災前に
は「すごく」に関連する単語はなかったが、
震災後には「地震」や「揺れ」といった震災
に関連する単語が特に被災地近辺で増加し

図 4 2010 年度のデンドログラムと上位キ

ーワード 

 

表 1 各駅近辺での SNS利用者の単語履歴集計結果 



ていた。「ほしい」という単語も震災前では
被災地近辺では製品名が多いが、震災後は被
災地名が出てきていた。それに対して、被災
地以外の場所では同様な傾向は見られない
ため、被災地との関心の違いが伺えた。 
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